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1．まえがき

　日本の造船溶接は、過去に多4の新しい溶接技術を生み出してきたが、最近も主に

ガスシールドアーク溶接を主体に、多くの試みがなざれて来ている。

　本論は、最初に日本の造船溶接の歴史的な変遷にっいて説明したあと、特にこの2

～3年の間に進展著しい『簡易自動溶接』一Simple　Mechanized　Welding一にっいて、

日本の主要造船所25事業所にっいて調査したデ圃タをベースに解説する。

　即ち、

（1）簡易自動機とはいかなるものか？

（2）何故使われだしたのか？

（3）どこに、どのように、誰によって使われているか？

にっいて考察をし、今後の造船溶接のあり方にっいての一っの考えを示すものである。
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